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中期経営計画における計画値の見直しに関するお知らせ 
 

当社は、2020 年７月 21 日付で中期経営計画「NEXT STANDARD 2025」を公表しておりましたが、

本日開催の取締役会において、数値目標を見直すことを決定いたしましたので、下記のとおりお知らせ

いたします。 

 

記 

 

１．中期経営計画の数値目標（連結）の見直し 

 
2021 年６月期 2023 年６月期 2025 年６月期 

実績 実績 当初目標 修正目標 

売上高 8,519 百万円 8,347 百万円 14,000 百万円 10,000 百万円 

営業利益 836 百万円 865 百万円 2,100 百万円 1,000 百万円 

営業利益率 9.8％ 10.4％ 15％以上 10％以上 

EPS 53.84 円 53.41 円 133 円 70 円以上 

ROE 6.7％ 6.4％ 10％以上 ９％以上 

DOE 4.0％ 4.4％ ５％以上 

TSR 149.6％ 152.1％ 200％以上 120％以上 

 

2025 年 6 月期における成長性と収益性に関しては、「売上高」10,000 百万円（５年間成長率

18％）、「営業利益」1,000 百万円（５年間成長率 16％）、「営業利益率」10％以上を修正目標と

します。また、資本効率と株主還元に関しては、「ＲＯＥ（株主資本利益率）」９％以上とします

が、「ＤＯＥ（株主資本配当率）」は５％以上を据え置き、「ＥＰＳ（1 株当たり当期純利益）」

は 70 円以上、「ＴＳＲ（株主総利回り）」は 120％以上の予想となります。 

 
２．中期経営計画見直しの背景 

当社グループは、2020 年７月 21 日に公表しました 2021 年 6 月期を初年度とする５ヵ年の中期

経営計画「NEXT STANDARD 2025」において、アウトソーシング事業者としてのさらなる進化・

発展を掲げ、目標達成に向けて取り組んでまいりました。  

しかしながら、本日公表しました 2023 年６月期の連結業績及び 2024 年６月期の連結業績予想に

おいて、中期経営計画との乖離が大きくなったことを受け、足元における事業環境等を踏まえて精査

した結果、上記の見直しを行うことといたしました。 

なお、中期経営計画に掲げております方針や経営戦略等に変更はありません。 



 
 

 

 

３．見直しの理由 

当社グループは、中期経営計画「NEXT STANDARD 2025」において、最終年度の 2025 年６月

期に向け、「アウトソーシング領域の拡大」と「オペレーションの変革」の取り組みを進めておりま

すが、当社グループを取り巻く事業環境が当初計画策定時から大幅に変化いたしました。 

新型コロナウイルス感染症拡大による経済の停滞が想定よりも長引いたことにより、新規受注活

動が停滞した他、一部企業の委託先や委託内容の見直しにより、ストック売上の積み上げが想定を下

回る進捗となりました。これに加え、システム開発の遅延により、新たなサービスの開発や社内の生

産性を向上させるデジタル化の取り組みにも遅れが生じております。 

また、人件費の高騰や採用環境の悪化、働き手の価値観の変化のスピードが想定を上回り、人的な

投資を積極的に行う必要性が高まっていることを踏まえ、将来的に予定していた報酬改善や事業所

移転、社内ツールの見直しなど、人材に関する投資を前倒しで実施する計画としております。 

その結果、中期経営計画で掲げた取り組みの進捗は図れているものの、売上及び利益成長には当初

想定した以上に時間を要することが見込まれることから、中期経営計画の最終年度（2025年６月期）

の数値目標を上記のとおり見直すことといたしました。 

なお、2025 年６月期に向けては、ストック売上の回復が十分に見込まれ、足元では中期ビジョン

に向けた取り組みの成果が段階的に発揮し始めていることから、引き続き、中期経営計画の取り組み

を推進してまいります。 

 

 

（注）上記予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の

業績は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 
 

以 上 


